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勝カバ体測により'.九九三年:.月甘.1のリニューアル創刷以来､約六年にわたって三先号を発行してきました､ここに､ひきます締めくく時を迎え'鶴‥期を期することとなります慮

飯島倍音｢兜請策長一の卜で､私は男です

がほとんど毎号､-論文言二ナック｣という｢たまご｣を熊み続けるという灘薬常宿を駿いられましたき今咽'それらをまとめて緩みなおしてみて､日本の労繊者協同組合運動がその時その時に伸を考え､どう成虚しできたか､その証言くらいにはなっているなと自己評価できたことは幸いですべ

本稿では三脚文｣の中から､禍柾の取り鮒

み左脳翰存協同組合づくりへめ燵連と'労協･滋梗法のために凝った論陣のijを椋に､
私自身がルナび､少しずつでも成長できた鉱を

人らPlつ一し･み‡事したー)　中大織をー蕾恩に)　｢続開閤朝一を)

諭ずる若手が瑠砧することを個よりも蛾いつつ､

一労協の福祉の取り組みと

高齢者協同組合のために

｢福祉が世の中を動かす｣予感
創刊の蛾は､一ゴールドプラン　へ高齢者保

健福祉上カ年駿酪二にもとづいて､各両町村が老人鰊鶴繊靴計画を策通しつつあった時期でしたご)のとき､私自身｢とちぎ暫紫朝｣が県鳥甲小金襲固体中央会の助成を空けて行った｢在宅介鰻サービス襲実現化軽業｣に関わることができたことは幸いでしたパ三福祉が社会の中心問題になりつつあり､今後､陸の中を動かしていく最大の力になるのではないかiという予想を得ることができたからですー

保健で町当重りエ里長rIJIんが　I1人　(ヘルパー-)　をヽ自

ら育てて'サ-ぎスを実施する継嗣は､日給体にとって願ってもないことのはず｡早く名乗りをあげて'自治体に裏話をきちんと要求しなきい｣と言って下さったり､築.iのアンケートを通じて'既に多くの人びとが介護の体験を持ち`縞社の考え方や粧組みが変わっていかなければならないと感轍始めていることを擦感しました(三号､九曲率関り)

嗣時に､｢食尊･排渦･清潔･移動｣とい

った`自立生活のための巌も娃礎的な援助を通じて'生きる感歓と欝びを取り成してもらうケアワークは'きわめで全英的な位華であるとともに､-ニーズを持つ人への｢共感｣｢郎解｣と｢信頼関係づくり｣を樵本に∵2チームとして対はLt調整し､自らの｢経験の言藷化｣(木下安子先生)を通じて専門帝を扇め'3′地域のネットワークと相互に菟蝶してい′＼　rM脇田｣　の仕出やにはかならないこ
し)･,0学習ソ+要し工_''



◆◆福祉と協同の思想を求めて

上し､うーした中で､｢-人を面を)綱瞳色的･調嶋一慨論調に

支える公的な什讐組みを重文しながら､福祉サービスを提供する側と利用する側の双方が勝岡的に組織され､またそのおlえいが協同駒に舘び合う'新しい縞柾のあり力が求められて

おり~室賀室賀告賀意nA照と青日豊-隻塵〇〇日口糧Apの活動を､そーした視野からいっそう発展させることが球められている｣(一〝号'九四年二月)と､福祉の取り組みについても日管なりの怒春を据えることができましたへ'

高齢者穣同組合の思想を求めて成翰宥勝岡糾合づく皆を肇椿鵬に
進めるにあたこし､労脇遵奉灘での縛極を皮切りに｢騎齢存脇間糾合綺羅一が各地で開かれ､私も一騎齢索協同糾合とは何か｣を考え､輪ずることが多くなりましたひ　.昇へ九五年九月)　では､｢駕溜リハビリ｣の実践や｢仕舞をおこす轟齢符たち｣窒日本人の老後こ　の姿に宰ぴあから二月煽齢著を生活の･藍体とする新しい福祉像をひら-連動｣として騎餓轍を位罷づけるとともに､それは一命米退職者協会へAARP)｣やイタリアの｢社会的協同組合iなど､大群との粧舞的な｢遵櫛華人岬. iへしスター･甘ラモン)　紛.環でもあると述べ､AARPLLの交流のーつのきっかけをつくりました

その後'十三年の間に'高齢者協
同融合は､-敏い共感と参加のもとに全国で設立が進み'2ヘルパー鱗

慶一が鴫hY組まれ､一-古口畏服体から螢開場･盈動議議へのヘルパー董整挫･喜寿や給食､吐露読運営などの委託が開始され､-忠常は岬自身の仕事おこしと｢福祉のまちづ-り一への新しい度聖を開くに篭ります｡
二iJ号(九八年霜月)では`そうした実践

の遊腿を受けで`綿飴脇の塞本作槍を次のように｢定式化L Lました等すなわち'-馬齢者が主人公となって自分たちの願いとエネルギーに蕃づいて､ゼ｢太と太との綜びつきi｢かけがえのない蕪事と役翻｣｢自分らしい人生｣という根源的な｢脇間｣のために､～｢佳将･穏祉･生きがい』の藁に総合的に取り組む｢(地域)総合脇間組合r諒支える入･支,蛋ちれる人が鷲につ-る｢板金胸囲灘合｣であり'ぎすべての人が地域生活に鬱榔し‥葬礼に生きることを｢鰯祉)ととちえる共通忍総によって自治体･行政との新しい連携をつくりだす脇間融合で端るもと｢公的介護保険｣に苅する｢鶴岡L a,bの対案
高齢撥づくりとヘルパー講座の広がりは､

公的介濃保険施行への体制がつくられていく中で､この制度を両民にとってよりよいものに高めていノ＼た高の､I協同　の脚からの主体的･能動的なー対案二で可能にしました

五号(几六年五月)　では∴高齢者が主人
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公となり､陪雷の発生を避らせ､酪書を持ってからも元気な生活を送れる総合的な地域禰粧システムと､ケアワーカーの螢威､現域の声を活かすケアマネ上ンメントの必婁件を強調すると叛に､そのたわにも.方で納札の営郁化を制限しつつ､他方では徒来､公共のト調け的に位置'つけられてきたi社会福相法人,,のあり方から脱勤し､主体的な捷築･実行能力を舞った｢非営利･脇間緋繊｣　こそが祝い手になるべきであるとしました

."号都丸し年九月)　肇は､｢禰禅の営利

化か脇間による醇隼か　　登民活馳　二つの適の細引き｣というかたちで､現状と課題を位繚づげ､蟻塚目尭氏の繰脇をペースとした｢勝岡糾合福神上絵を紹介しました一介纏と元気な塵齢存づノ＼号の朝方を1公的サービスと雪自発的助け合い-協同親密の麟韻･共済専業を結んで葉親し､そのことによって協同組合自あも｢地域･生活協同糾合｣　へと蒐塵を遂げて背く､という方向です〝"
｢擾兼高町村出漁調査会｣　の挽言に見られ

るように､公的介護傑険削塵を｢福祉臼流体｣創造への転機にしまうとする忠欲的な自治体関係荷が現れてきたことは､時代の大きな変化を生けるも紗でした㊨何しろ介綬保険と自流出船槻縛を組み合わせて｢隅轟をもっても`人で性重商できる｣　地域軸額田のA悲渡の新風と水樵-
.つI＼hリノtJ打′っ出,し`士町民の鷺嬉動刺す)白も個体の薫風

作をうだったI T介護福祉条例｣観定を､自説休職欄が訴えているのですから愁
こうした中で､二八;.iP(九八年L月)　では､

自治体の動向をよりリアルにつかみ､罷条約使命と単葉経営能力をあわせ摺ったサービス偵絡主体として労協が驚壇Lt縞織脇との避機能よる一地域禰祉薄紫新一甥擬薬を転げることの忠義を強調しました

薬膳に労協･高齢脇はそうした寿蘭で大き
-前進し､九八年六月には､｢生協のあり方検討委員会｣が`｢福祉鴻薬を主たる菊菜とする生協｣の塔場を認知し'時生省が馬齢協の生協法人認可を促進するに壬りますー/　これは協同の取組みが生協法の実質改定をもたらした快挙ですじ　こうして公的介護鵠険翻麗施有を迎える中で､毎穂の営利化か脇間による函生かという細引きの構図を'労脇･馬齢協は本格的に示すまでになりました㍉

言ミニティケア｣｢地域結社裏莞所｣がひらく｢新しい筒袖社会｣労繊梁脇悶絶各の福祉の取り糾みに的する
塞本方針をここでまとめるなら､一新しい福祉社会の創遣｣という大きな位紐づけに立って､｢地蔵橋社主野菜所一を拠点に､｢コ-ユニティケア｣を核としなから､いのちとくらしを亨へ･みる　(互}肺患AHt腹案)　を古広げ'真鯛加肌の

キム+りバノノ＼hリ一へしJmI旬t'1い/＼こしー~LJI冒､兄事ら

す　この辺のことについては`'‥駕(九巳年九月㌻‥四号(囲‥月｢最近では…｡.早春九九年五月)　で述べたとこちです｢新しい禍祉社会の創造Lを日本労脇道の
方針として提起したのは､永日耶串良です竹内牽牛鑓生は､｢高齢者問題の背鶏は､個人と家族の銃立'三､三三Tィの鵬蟻　にあり'それゆえ｢高齢社会は､親しい票､ミユニティを生み出さないか護り`敬本的な解決の糸目は辞でない｣と発言されています　これを手かかりに､｢新しい福祉社会｣とは`｢人と人の籍びつきの中で､すべての人がかけがえのない　〟仕箪〟と〝役籾〟を捲って'その人ちし-生きてい-ことが緩さ放る社会｣である章　と私なりに考えました

この｢難しい福祉社会の劉遭｣　へのBr体的
な拠点として労協連が鱒慾したのが､中学校匪単位に組織されるケアとくらしの｢極秘コンビ二一-｢地域福建豊薬所｣です

ここから繰り砧きれるケアは､｢コ-ユニ

ティ･ケア｣でなければならない'ということをしつこく説いてきました｡竹内先生の受け売りなのですが､労協連の方針の中にある稗度浸透してきたのではないでしょうか～　私なりに接種させていただければ∵古二在宅か(収審理)施設か｣を超えて､生活が営まれるコ､､､ユ一二Tィを場に､,-梢臣民が盛に間者を日比守れり~　ニーズふき漫瑠管岬IL､王事こらノリ､/録ノ…)tf鼻が
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･b､(.-二.q所ケア｣　をー仕種AlIL一､Io皇宮生)暗真
作の向上｣と　｢杜ム耳的交流｣を促推-Lt 千)きちに仲間づくりと仕事おこしを通じて元気な馬齢者を増やす､新しいケアの方蘭です鳶

そして福祉を主語のようにとらえれば､生
羅全般を支える｢生活総合蕗紫｣が自ずから要諦されることになり､その視野は`コミュニティケアを核に､新しい癌性の施態や繭居館の高年､串筋子でも安全･快適に移動が轢降される舘脇'亨イカ1㌧に代わる新しい公共交通システムなど∴福祉のまちづくり｣へと転がります　ここにおいて∴新しい福神社会の創造一は'労脇の専薬と遊動の新たな地平をひらくことそのものである､という超絶に到遭することができました

二　｢協同労働｣の探求と

労協法制定の論理

｢リストラ｣時代に働き方を綬本から
闘い直すホワイトカラーの夫的音切りを醜聞に言い

換えた｢り黒トラ｣という言嫁が新聞紙上をにざわし麟めたのをへ第-.期発見諒のー現からです凝日本登臨逆は､この状況にいち甲く吉
子岩間かごJr　冗胴笹`名古鴎纏へ'. 'を起点に全

国l土あ所でシ､ノポジサム　｢簸川不安と労駒の末葉｣を翻鶴しました→

五〇号　(･九四年人月)　は､一書-丸ごと-老生-寡

音一陽同組合への耀詩　-蕊笛吾づくりのために出として執筆しました鏡まだまだ観念的で､組合飯にはわかりに-い点も多かったと思いますが､音-ストラ｣時代は『〓本圃収の雄太な掌翻過程｣の始まりではないか､という思いをこめて密室ました.)鋤きがいある仕舞･人間らしい職場､本当の斡かさや橘祉サービスといった｢生活の最も薬鍵的な要求が'警本物辻　の生鹿と綱欝や公共性の確立という､きわめで商度な要求と▲体となりながら`大金登記を超えた新たな経済主体､需要と供給の新たな結合様式､公共財政への捷主主義的参廟を呼び起こしている)という時代忍減です/

それはあまりに楽天的にも思われるかもし

れませんが`それしか日本社会の調進錦町経緯はないし¥操守の立場の経常密や政治家を含めて'良心的な入びと獅合板をやがては縛られると今でも思っています㊤実践者のはし-九として､投げるわけにはいかないという獲酷ですノ
巌掴シンポは｢脇間築書と軽んで､多く

の一脇間一碗入びととの出会いの境でLir有機農業みかんづくり･燻茶々園の仕出さん'-r実の小規模を人ホーム･ことふき欄の倣. '{さんなど､質種な出窓いがありました　労繊弁"漣上の先生方がそれぞれの集ましコメンテ

-クーやパ･不一7-I_.い▲櫨一つでいただいトII Jレ),も､大きな励ましでした　(六号､九四倍T･八月).

そして九四年の締めくくりはやはり名古屋
で開かれた｢協同集会｣でした､)　｢位命力ある駿獲物をつ-る｣｢気持ちよく螢らせる帥禽･地域をつ-る｣｢いのちの蒔きを知った灘苗の入びとと掌を鮪ぷ｣という､現代の協同抵触を鮮やかに言い当てた飯茶々脚･片山さんの名文句は､この簾会で語られたものです　(本人は覚えているのかな誓

｢鋤きがいある緯将をおこすこと､春肇の
愚昧で艶かな塵清の鏑をつくること'人間らしく型曇られる地域づくり--この."らが.体となって胸囲の内容をつくり､経済社会ジステあの変華につながるのではないか一と鶴は蛙足を痢えでいます　(しけ､九高年.〟)

｢生命･労働･地域の再生｣に向かって
そうした中で九高点隼.月に起こった阪神･

淡路太縫災は､鍵とコンクリートで澱め放た鰍帝のィンブラが'実は太のいのもを守ることのできないF反社会寄木｣であることを白日のもとにさらしました4　他方では'被災の酸しい状況の中か､与太びLJの助け合いや非営利飢餓が､いのちを敵い青くらしを再建する力として地域に現れてきました　それらは`自らの菊間がいのちを宰る労働なのか､それを符かす労働なのかという'撮減的な問いか

し)



げの必襲韓を私たちに突きつけるものでした｢八紘､九高年‥;)
以後､私たちほ､労協の労働を｢いのち一

の桜本からと手管充漬して　問い直すことになりますも簿‥'杜へ九高年."月)　では､三食と農法でひも-堅牢締･労鋤･地域の醇生三と越して､労協における食と駿の取組み繊澄議を､次のよ葦に論じました　すなわちそれは､-労脇の　｢よい仕事　の到遵戌であり'親金員の中に高まりつつある本物の仕草おこしへの意練と力をiいのもを脅む労飾.に発振させるものであり､2地域ネットワークを本格的に広げ∴･･年商者と満雄軒が結んで一いのちを青む労繊-が正当に評価される+. J･(正な直腸.をめざし､上演い公共韓編もとに口語体との新たな通擬を築いて､…草履者協同組合･労脇窪協同組合と新たな脇間のうねりを呼び起こす運動である'と
そして.信号では､｢太びとが求めている

鴎は'繍考の繭晶や叫-ビスによる兜かきではな-､生活総体の駿かさであるエーいう｢生活総合藻発議｣　の視点から営んで､轟麟薯脇間糾合との連勝がひらく､労協の新たな仕事おこしの可能裾に触れましたV　す怒れち'この連携は∴日馬覇者自身の生活の支えあいの中からニーズが苑胞きれ'発信され'2清朝総者を手早たる-人とのコ-ユニケ-ションの中で生活かつT…サーー･ノー)置き･れ'､-照TMTA阻青果や･留血苫

業者の人びととも連携しなから､1新しい福祉と縮んだ社会的仕組みづく鴇とともに仕事をおこしてい-可能韓をもたらすものである'というものでtJ{

労協法制定の根拠を求めて九巳年には｣労繊度鶉駒開融合法縛.次案｣
が脇櫛総研袋としてまとまり`謬見英軍にはこれが連合会案として亜式に採択きれます漕そ約根本にあるのは､労協の窺駿と自らの葬鰯に輝する闘い直しの中から蜜み撮き放た｢脇国労駒一の思想でした′ノ

ー人間社会を成り立たせている労駒と暫轍
のつながりに思いを窃せながらへ電分断を蟻隼を超える胸囲と通辞の中で､阜切り離された一鱗蝕と実行iを働く人びとめ子で癌続.し､読｢単純化･断片化｣された労轍を､｢いのち･くらし･地域｣　の視点から｢擬燵化･禎合化一することを通じて､.. t･)経済の中に共感と逆鱗を縛ち込んで二人間的に制御された高城｣『滞蔑温まる新たな公共｣に道をひち--そのような労働観の転換でした､

労脇法制定の論壇は`こうした協同労駒の
協同糾合が持つ､痛い公英樵に薬づくものでした､営利企業が失業という社会絢コストを韓会に押し付ける中で'働く人びとが自らの

時節籾と締営業の中から｢欝朝凪L r教宅嗣研修｣
｢蛋職位址へ清一の廿密会をー拠出ILt　親密百や･‥部-域

の人びとともに｢人と地域に役立つ仕事｣を船団梯的におこしていく労協は､新しい時代の高度公共活動そのものだという主巌です｢i
●号､九七彊-危局｢

日華の蛍捌露囲糾合が稔ってもよい特徴
の一つは､それが決して敬い労脇だけの枠に翻じこ懇ろことなく､現代社会に｢脇間｣を闘う大きな視野に立って､交流と蓮鰐を呼びかけなから､自らの撤組みを位韓づけなおし､攫筒化してきたことです彩そのありようは､協同襲螺の発暖の中に如実に示されているように想います′)紙数の関係から親分できませんが､協同築蜜の深まりは'辞儀の当欝である私たちの予想を超えたものであるとだけ申し上げます{'しけ(九五年.月｢.九寧(九L牢.月｢.▲言サ(九八年▲萄)　をご参照卜さいi労協法は､脇間労働のつくりだすサービスと生産物を利用する人びをや地域の共感の中で'はじめて醐定の腿笠をひ､なくことでしょう

協同組合連動の国際的な連帯の中で私たちが日本で労協法案を検糾し納建運動
に取り組んでいる現在の時期は､世界轍に｢コ-ユニティ脇間組合｣や｢社会的脇間組合｣といった新しい協同組合がめざましい発境を開始し､必殺惚超勤が､これらの1h陥同組合.や`

患力輸-闇を圧にL･6るÅ肝-窯の白日･芋窪rJ牲ml旬tt/握偶人.)書写



◆◆福祉と協同の思想を求めて

】弘がhリをー甘見せてい,勺登糊でもあhリ享.千(.之､-し
て`これらの論議同組合もカバーするような協同組合法制の改革が､国連を含めて推進されているのです通風たちはこうした世界の流れから力を縛ると間鴨に'日本の労協の愚見を世界に発信することにも取組みました一

その鱗投が'今からふ吟かえ馬と､ICA

m国際胸囲糾合同軸)　の　｢協同緻密頗則一の厳達でした声　とくに原則における｢本分制覇産金一の綬活は､日本労協連をはじめとする醍界の好脇運動の窮力が大きな影響を及ぼし姦し　(王狛亨　九五年'月｢

世界の協同糾合の中でも､この間､強い印
象を受けたのか､イギリスでした鵜それは､告すべての協同組合部門を緋ぷ一興国協同糾合協議会　(UKCC二と｢脇間党｣を通じて､イギリスの経済社会と政治に対する一協同一の側からの総合的な対馨を示しながら､2　｢客間磯経済｣や行政と事民の　｢パートナーシップ｣　の堰礎を酵成し､2二地域において所有され､コ-三二丁了の両部に利潤と仕事を創造し､保有する　といった､協同糾合の現代的続発を鮮明にしなから､-Ic_新線郷に薬毒…也揃的な｢節胸囲融合法｣を作成し制定に散り組んでいることです　｢五号､九八年.月㌻

とりわけ∵上糾合員盗続をコミュニティ住
民合体に閲厳し､2地域の共通の課題に取り

軸組み､一jt各丘儀な】語一次協同組ABを)次々レ)A章一卜
につくりだす｢コミュニティの閉園細ム_- tL　は組ハ味深いものです　(二六母'九八年三月_

そして欧州における鎗繊畳勝岡組合が､も
はや客間ごとの馳巌ではとらえきれない｢欧州労協運動｣の次元に遵していることを揃感したのは､今年(九九年)　の藩にプリ主ジゼルを訪れたときでしたJ IJこに本灘を鸞く欧州労協運は､労協だけでな-､｢社会的脇間糾合｣言労働者)参加企業｣をネットワークし､六方宿業･ '五鎖ガ…懲罰希の組織に成長し､-失業や人間排除と闘う旗を轟-掲げて､高著輯流体､太宰､労組､協同組合をはじめ連する社会的経済と連携して∵意EUの中に億澱を占めて禰祖､欝､就労援助などに力を揺擬し､4しかも｢脇幽暫珊間者｣の綾剰蜂嫌を解明しているのです｢t'.三笠'九九年五男)′ここには､かつて私たちが予感していた｢捷

jii政治と磁極的に結ぶ協同組合｣　(L=ケ)　の
婆が現実に現れています〟

世紀の協同組合運動は､日本においで

も陣韓においても､経済社会と政治のダイナ-ズムとますます綜凝脅いながら､その存在忠義を証明してい-ように思われます㌫
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